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１ 淀川下流域の流路の様相（地形から見て） 
    淀川右岸 
       湿地帯と北部に条里地割施行区域  
       北摂山地からの河川流入 
    淀川左岸 
       淀川分流と北河内低地 
       生駒山地からの小河川の流入 
       南からの大和川の流入 
    大和川流路の様相 
       深野池・新開池        
       河川流路の変遷 
       河内低地部での河川堆積と地盤形成 
 
２ 淀川左岸の遺跡消長（集落遺跡から見て) 
 （旧茨田郡内） 

5世紀に成立する遺跡が多い  地形環境の安定 渡来人の技術 
7世紀に消滅する遺跡が多い  環境激変・水没か 

     （7世紀の南河内台地部の「国家的開発」の意味） 
    蔀屋北遺跡の消長 5世紀渡来人による馬飼い集落の成立 7世紀に水没 
 
３ 大和川流域の河川の変遷（川から見て） 
    ①弥生時代中期までの網状流 

②弥生時代後期後半から流れ、古墳時代初頭に埋没する本流(小坂合・萱振ルート) 
③古墳時代中期の安定 
④飛鳥時代の流路変化 矢作ルートが本流 
⑥奈良時代の本流 古平野川 
流路の廃絶＝別の本流の形成←洪水などの要因 

 
４ 文献の記録（文献作成当時の記録や記憶が反映されている 正否は総合的検証必要） 

① 日本書紀 仁徳天皇紀 11年 絶間 渡来人 
② 行基年譜 天平 13年記 次田堀川 
③ 続日本紀 延暦３年 三国川 
 

５ 河川変遷と地域集団の消長(古墳から見て) 
    古墳はなぜ奈良盆地東南部で発生したか 河内中心主義者の独り言 












